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町
中
の
中
央
一
丁
目（
旧
、
上
町
）に
立
つ
金
燈
籠
は
、

今
年
で
初
代
建
立
か
ら
２
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

２
０
０
年
に
わ
た
り
明
か
り
を
灯
し
、
こ
の
町
を
見
つ
め

て
き
た
金
燈
籠
で
す
が
、
そ
の
間
に
は
戦
争
で
の
供
出
や

再
建
な
ど
、
様
々
な
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
金
燈
籠
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り

返
っ
て
い
き
ま
す
。

　

慶
長
８
年（
１
６
０
３
）に
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康

は
、
各
地
に
街
道
と
宿
場
の
整
備
を
命
じ
ま
し
た
。
特
に
、

東
海
道
・
中
山
道
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
・
甲
州
道
中

の
五
つ
の
道
は
五
街
道
と
呼
ば
れ
、
特
に
重
要
視
さ
れ
ま

し
た
。
宿
場
が
整
備
さ
れ
て
い
く
中
、
大
田
原
宿
は
、
宇

都
宮
と
白
河
を
結
ぶ
奥
州
道
中
の
宿
場
と
し
て
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

●
街
道
と
大
田
原
宿

●
金
燈
籠
の
建
立

●
は
じ
め
に

特
集

金
燈
籠

　

元
々
大
田
原
の
町
は
、
天
文
12
年（
１
５
４
３
）に
大
田

原
資
清
が
前
室
郷
に
大
田
原
城
を
築
い
た
後
、
城
下
町
と

し
て
整
備
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
大
田
原
氏
が
治

め
る
大
田
原
藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

一
方
で
大
田
原
は
、
戦
国
時
代
末
期
に
は
豊
臣
秀
吉
や

上
杉
景
勝
も
宿
泊
す
る
な
ど
、
奥
州
と
関
東
を
結
ぶ
街
道

の
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
奥
州
道
中
の
宿
場

町
・
大
田
原
宿
と
し
て
整
備
さ
れ
、
機
能
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宿
場
町
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
２
年

（
１
８
１
９
）、
金
燈
籠
は
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
政
２
年（
１
８
１
９
）10
月
、
町
の
中
心
地
・
上
町
に
、

町
内
の
安
全
と
、
街
道
を
行
き
か
う
人
々
の
道
中
の
安
全

と
心
の
安
ら
ぎ
を
祈
願
し
て
、
金
燈
籠
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
建
立
は
、
町
年
寄
の
岡
本
角
左
衛
門
、
町
名
主

の
津
久
井
新
助
以
下
計
38
名
の
有
志
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、

鋳
物
師
は
、
鹿
沼
の
小
野
口
惣
兵
衛
と
藤
原
喜
澄
の
二
人

で
し
た
。

　

建
立
後
は
常
夜
燈
と
し
て
、
毎
日
欠
か
さ
ず
明
か
り
が

灯
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
州
道
中
の
道

し
る
べ
で
も
あ
っ
た
た
め
、
台
座
に
は「
上
町
」・「
江
戸
」・

「
白
川
」と
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
現

在
の
三
代
目
金
燈
籠
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

以
降
、
金
燈
籠
は
街
道
を
行
き
か
う
旅
人
の
道
し
る
べ

と
し
て
、
ま
た
、
町
民
に
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
江

戸
時
代
、
さ
ら
に
は
明
治
・
大
正
時
代
を
通
じ
て
、
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
は

幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

現在の金燈籠（三代目）
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昭
和
12
年（
１
９
３
７
）に
開
戦
し
た
日
中
戦
争
や
昭
和

16
年（
１
９
４
１
）開
戦
の
太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
物
資
が

不
足
し
て
い
く
な
か
、
戦
争
で
使
う
資
源
を
集
め
る
た
め
、

金
属
回
収
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

大
田
原
で
も
金
属
回
収
運
動
は
進
め
ら
れ
、
鉄
柵
・
銅

製
の
仏
像
・
梵
鐘
な
ど
が
次
々
と
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
な
か
に
は
、
大
田
原
城
や
大
田
原
町
で
使
わ
れ
て
い
た

梵
鐘（「
時
の
鐘
」）な
ど
の
、
貴
重
な
文
化
財
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

金
燈
籠
も
例
外
と
は
な
ら
ず
、
昭
和
17
年（
１
９
４
２
）

12
月
15
日
、
応
召（
戦
地
に
赴
く
こ
と
）さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
応
召
に
あ
た
っ
て
開
か
れ
た
告
別
式
に
は
、

神
官
が
呼
ば
れ
、
多
く
の
市
民
が
参
列
し
ま
し
た
。
な
お

応
召
に
あ
た
り
、
金
燈
籠
と
管
理
者
の
菊
地
二
郎
か
ら
建

立
者
の
子
孫
に
宛
て
た
決
別
状
が
遺
さ
れ
て
お
り
、「
皆

さ
ま
の
盛
大
な
見
送
り
に
感
謝
し
、
第
一
線
で
は
身
命
を

賭
し
て
奉
公
す
る
」、「
戦
争
が
終
わ
り
凱
旋
し
た
暁
に
は
、

よ
り
い
っ
そ
う
皆
さ
ま
の
た
め
に
奉
公
す
る
」と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
応
召
に
よ
り
、
建
立
よ
り
１
２
４
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
大
田
原
を
み
つ
め
て
き
た
金
燈
籠
の
歴
史
は
、

い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

●
戦
争
と
金
燈
籠

明治後半の金燈籠周辺 明治後半の金燈籠と大田原銀行（『栃木県営業便覧』より）

大正 13 年の大田原町を北側から俯瞰した鳥観図「大田原町真景」（右）とそこに描かれた金燈籠（左）

応召直前の金燈籠



42019.7

「
金
燈
籠
決
別
状
」釈
文

拝
啓
向
寒
之
候
御
な
じ
み
深
き
皆
様
に
は
益
々
御
健
勝
之

段
奉
慶
賀
候

陳
者
拙
者
儀
文
政
二
年
十
月
吉
日
よ
り
上
町
に
誕
生
し
本

日
迄
百
二
十
四
年
間
各
位
の
商
売
繫
昌
を
祈
願
し
職
域
奉

公
に
微
力
を
致
し
居
り
候
所
現
下
大
東
亜
戦
争
之
最
只
中

に
在
り
今
回
金
属
回
収
の
召
に
応
じ
て
出
発
せ
ん
と
す
る

に
際
し
て
は
東
京
諸
新
聞
に
迄
報
道
せ
ら
れ
感
慨
転
た
無

量
な
る
も
の
有
之
候
之
に
加
ふ
る
に
盛
大
な
る
御
歓
送
を

蒙
り
感
激
禁
ず
る
能
わ
ず
、
第
一
戦
に
参
り
ま
し
て
は
身

命
を
賭
し
て
御
奉
公
致
す
べ
く
候
間
留
守
中
皆
様
も
商
売

繁
昌
之
第
一
義
た
る「
客
に
親
切
、
正
直
」を
以
て
銃
後
の

護
り
を
固
め
被
下
度
不
肖
も
亦
武
運
芽
出
度
凱
旋
の
暁
に

は
尚
一
層
皆
様
の
為
め
御
奉
公
致
す
覚
悟
に
候
間
御
健
康

を
保
持
せ
ら
れ
戦
争
完
遂
の
為
め
御
尽
力
被
下
度
奉
懇
願

候先
は
書
中
を
以
て
御
決
別
之
辞
を
申
上
げ
御
礼
御
挨
拶
申

上
候　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

頓
首

　

昭
和
十
七
年
十
二
月
■
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

金
燈
籠
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
者　

那
須
郡
大
田
原
町
上
町

　
　
　
　
　
　
　

第
三
区
長　

菊
地
二
郎

　

第
三
区
建
立
者
御
子
孫

金燈籠の決別状（「金属回収綴」より抜粋）

告別式の様子解体された金燈籠
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戦
後
の
復
興
が
進
む
中
、
金
燈
籠
を
惜
し
む
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
益
子
万
吉
初
代
市
長
を
中
心
と
し

た
有
志
に
よ
っ
て
、
金
燈
籠
再
建
を
目
指
す
百
人
講
が
組

織
さ
れ
、
再
建
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
30
年（
１
９
５
５
）７
月
に
、
初
代
金
燈
籠
と
形
や
制

作
年
代
が
似
て
い
た
三
斗
小
屋
の
燈
籠
を
譲
り
受
け
、
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
の
応
召
か
ら
、
13
年
後
の
こ
と
で

し
た
。

　

二
代
目
金
燈
籠
は
、
当
初
は
交
差
点
の
真
ん
中
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
車
の
衝
突
事
故
が
多
発
し
た
た

め
、
昭
和
35
年（
１
９
６
０
）に
交
差
点
の
隅
に
移
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
降
、
18
年
間
に
わ
た
っ
て
町
の
発
展
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
が
、
昭
和
53
年（
１
９
７
８
）に
当
時
の
黒
磯
市
に

返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年（
１
９
７
９
）、
金
燈
籠
建
設
委
員
会
や
地
元

有
志
の
尽
力
に
よ
り
、
初
代
そ
っ
く
り
の
金
燈
籠
が
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
再
建
後
、
金
燈
籠
は
長
ら
く
交
差
点
の

片
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

（
２
０
１
１
）10
月
に「
金
燈
籠
ポ
ケ
ッ
ト
公
園
」と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
毎
年
４
月
下

旬
に
行
わ
れ
る
大
田
原
屋
台
ま
つ
り
で
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の「
ぶ
っ
つ
け
」が
金
燈
籠
交
差
点
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
金
燈
籠
は
２
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
、

戦
争
で
の
応
召
や
自
動
車
の
妨
げ
と
な
っ
た
た
め
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
幾
度
か
悲
劇
に
み
ま
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
の
度
に
有
志
の
努
力
に
よ
っ

て
、
ま
た
町
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
今
日
ま

で
遺
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
建
立
か
ら
２
０
０
年
の
間
、
金

燈
籠
か
ら
見
え
る
景
色
や
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

が
、
金
燈
籠
は
現
在
も
道
行
く
人
々
の
安
全
や
こ
の
町
の

発
展
を
祈
願
し
な
が
ら
、
今
日
も
こ
の
ま
ち
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。

文 政 ２ 年
（１８１９）

初代金燈籠が、大田原宿の上
町に建立される。

昭 和 17 年
（１９４２）

金属回収運動により、供出さ
れる。

昭 和 30 年
（１９５５）

二代目金燈籠が建立される。
（三斗小屋から燈籠を譲り受
け、再建する）

昭 和 35 年
（１９６０）

交通障害のため交差点の中央
から角へ移設される。

昭 和 53 年
（１９７８）

二代目金燈籠を旧黒磯市へ返
還する。

昭 和 54 年
（１９７９）

三代目金燈籠が建立される。

平 成 23 年
（２０１１）

金燈籠ポケット公園が整備さ
れる。

令 和 元 年
（２０１９）

初代建立から２００年の節目
を迎える。

昭和 30 年頃の二代目金燈籠

金燈籠の歴史

金燈籠と金燈籠交差点

●
二
代
目
金
燈
籠
の
建
立

●
三
代
目
金
燈
籠
と
い
ま

問
那
須
与
一
伝
承
館

　
（
２
０
）０
２
２
０
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